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　本
誌
も
号
数
を
重
ね
て
、
十
四
号
と
な
り
、
今
回
も
各
位
の
協
力
に

よ
り
論
文
三
編
と
資
料
翻
刻
を
掲
載
で
き
ま
し
た
。
大
方
の
ご
批
正
を
　
　
　
　
橋
本
　
雅
之
　
　
本
学
助
教
授

賜
り
た
く
存
じ
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
西
　
健
治
　
　
相
愛
大
学
教
授

執
筆者
の
う
ち
、
荒
井
真
理
亜
は
、
平
成
九
年
度
に
相
愛
大
学
人
文
　
　
　
　
荒
井
真
理
亜
　
　
関
西
大
学
大
学
院

学
部
（
日
本
文
化
学
科
鳥
井
ゼ
ミ
）
を
卒
業
の
の
ち
、
関
西
大
学
大
学
　
　
　
　
俊
頼
髄
脳
研
究
会

院
に
進
み
、
現
在
博
士
後
期
課
程
に
在
籍
し
て
い
る
新
進
で
す
。
ま
た
、

俊
頼
髄
脳
研
究
会は
、
本
学
の
山
本
和
明
、
鈴
木
徳
男
が
事
務
局
（
日

本
語
日
本
文
学
研
究
室
気
付
）
と
な
り
、
同
学
の
方
々
に
参
加
を
い
た

だき
、
こ
こ
数
年
来
、
輪
読
会
な
ど
の
研
究
活
動
を
重
ね
て
い
ま
す
。

　
昨
今
の
短
期
大
学
は
、
故
北
谷
先
生
も
心
を
砕
い
て
い
ま
し
た
が
、

確
か
に

厳し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
相
変

わ
ら
ず
学
生
の
笑
顔
が
あ
る
の
も
事
実
で
す
。
そ
う
し
た
若
さ
を
い
か

に
受
け
と
め
る
か
、
そ
の
方
途
を
考
え
て
お
り
ま
す
。
　
　
　
　
（
S
）

相愛
国
文
　
　
第
十
四
号

平
成十
三
年
三
月
二
五
日
　
印
刷

平成
十
三
年
三
月
三
十
日
　
発
行

編集
・
発
行
　
相
愛
女
子
短
期
大
学
日
本
語
日
本
文
学
研
究
室
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